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ベテランの癒し力
いやし課のりりこと申し

ます。キャバリア・キング・
チャールズ・スパニエル
という一族で、名前から
もおわかりの通り、ご先
祖はイギリスから来まし
た。アウルに勤めて13
年、今ではそこそこのベ
テラン職員です。
食べる事が大好きで、代表や同僚からたくさん

お菓子をもらっています。このお給料にお応えし、
どんな場面でも自分なりの接遇で入居者様やご家
族の皆様を癒すよう心がけています。
事務室で過ごすことが多く、わざわざ入居者様

が会いに来てくださることもあります。言葉は話せ
ないものの、長年いろいろなことを見聞きしてきた
おかげで、癒しの力は成長しているように感じて
いるのですが、いかがでしょう？
ただ、どうしても犬の習性に抗えず、吠えてしま

うことも多々あります。見逃していただけるとうれし
いです。（代筆：池亀生活相談員）

続・フロントのお花
16 年前の本欄でフロントのお花について触れま

した。当時と入替曜日こそ変わりましたが、週替
わりのフラワーアレンジメントはずっと続いています。
玄関正面かつエレベーター横という往来の多

い場所なので、入替直後の金曜朝食時に入居
者様が最も話題にされるのはお花。毎週新しい
アレンジメントをチェックしに来られる方もいらっ
しゃるほど、暮らしの中に溶け込んでいます。
担当のお花屋さんも変わっておらず、これまで

いただいたご意見やご感想も逐次反映。以前は
モダンな洋花が多かったのですが、「素敵なお花
だけど名前がなかなか覚えられない」との声を
受け、和花やよく知られているお花が増えました。
開花時期はもちろん、草花が織り成す彩りで

も季節感が表現されています。ご来訪の際には
ぜひご注目ください。

いやし課職員　りりこ
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皆様には健やかに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
私事で大変恐縮ですが、一番の好物と聞か

れたら「うなぎ」と即答するほどの自他共に認め
るうなぎ好きです。
昨年 11月、絶滅の恐れがある野生動植物を
保護するワシントン条約の締約国会議は、二ホン
ウナギを含むウナギ属全種を輸出入の規制対象
に加える改正案を否決しました。二ホンウナギは
絶滅の恐れがないなどとして、この提案に反対し
てきた日本政府の主張が通った形です。
日本の食文化が守られたと安堵する一方、気
候や河川環境の変化などの影響で二ホンウナギ
が減っている状況は変わらずあります。うなぎの
未来を考えると、資源を守りながら、感謝して大
事に丁寧に食べるというスタンスを持ち続けようと

改めて思う出来事となりました。
思い起こせば、うなぎの美味しさを知ったのは、
遠く親元を離れ学生時代を送っていた頃のこと。
母方の叔母が貧しい甥を励まそうと度々夕餉に
誘ってくれ、食卓には出前のうなぎが奮発された
ものでした。
白米と白身の魚、醬油の焦げた香りは、シン

プルにして日本食の最たるもの。初めて口にした
時の衝撃は忘れられません。うなぎの姿形から食
べず嫌いだったという友人の何人かをうなぎが大
好物と言わしめるまでにしたのは、何を隠そう私で
す。これほどまでにうなぎ好きなのは、先ほどお話
しした青春時代の郷愁がスパイスとしてあるからな
のかもしれません。
新しい年のスタートに、今年も好物を前に幸福

を感じる時間が多くあることを願います。

▲ �リレーエッセーにも登場し、感染症
予防の啓発にも気合いが入るりりこ

りりこの いやし課日記 風邪対策に厚着！



●10/11（土）

運動会は白組の優勝
2025 年の運動会は釣りゲーム、
輪っこ渡し、大玉転がしの３種目。
座っての競技のみでしたが、点数
を競うとついつい熱が入るので自
然と手足が動き、ヤル気も刺激。
運動会なら
ではの効果
的なリハビリ
にもつなが
りました。

●11/26（水）

ストーブで熱々焼き芋
冬の訪れを告げるストーブの炎で、
11月はサツマイモを焼きました。今回
の品種は「紅はるか」で、企画担当
の阿知良係長は「こ
れまでの焼き芋で最
高の出来」と絶賛。
入居者様からも感
無量のOKサインを
いただきました。

や歳時の行事なども考慮して、
季節感ある献立をお出しできるよ
うに工夫しています。
食器は、施設に多いプラスチッ

クではなく、ぬくもりのある陶器を
維持。一方で、多人数でつつ
いていた鍋料理は、感染症対
策から固形燃料の一人鍋とな
り、現在は火の危険のない大皿
で提供。入居者様の状況を見
ながら、献立以外のさまざまな面
でも常に検討を続けています。

普通に美味しい 
いつものごはん
一般家庭と同じく調理の匂い

で今日の献立がわかるオープン

を悩ませることが増
えましたが、今後
も変化に富んだ食事で入居者
様を笑顔にできるよう、厨房職
員一同今年も頑張ります。

キッチンのアウル。目指すのは、
普段は意識されなくても外食す
ると違いがわかる、いつも普通
に美味しい家庭の料理です。
栄養士は、予算内で必要な

エネルギー量や栄養素を満た
し、多彩な食材がバランス良く
摂れて、目でも楽しめる組み合
わせに知恵を絞っています。調
理師は食べやすい大きさや固さ
に気を付けながら、切り方など
で食材を引き立たせ、食欲をそ
そる美しい盛り付けに努めてい
ます。
食材の高騰で献立づくりに頭

います。
月に一度のアウル膳はその象
徴。普段とはちょっと趣を変えた
家庭のごちそうが登場します。
例えば、冬なら鍋物。夏なら冷
たいお蕎麦と天ぷら。旬の食材

●10/21（火）・22（水）

札幌湖へ紅葉ドライブ
紅葉真っ盛りのタイミングに訪れ

ることができた2025 年でしたが、
残念ながら2日目は気温が大きく
下がり、冷えすぎてあまり散策でき

ず、次回に期
待となりました。
見ごろと快晴の
両方を満たす
のはなかなか難
しいようです。
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日々を彩る食に 
工夫いろいろ
バランスの取れた食事は、薬

と同じように健康を保ち、病気
を予防・治療するという「医食
同源」の思想。アウルコートで
も健やかな生活を送るためには
毎日の食事が大切と考えていま
す。栄養バランスはもちろんのこ
と、美味しさにもこだわり、毎日
を楽しくする要素として重視して

▲�今月のお膳のお品書きを確認中

アウル膳 2025年 夏

アウル膳 2025年 冬

アウル膳 2025年 秋

アウル膳 2025年 春


